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東日本大震災被災者支援に関して
†主の御名を賛美します。
　東日本大震災から3か月近くが経とうとしています。被災地ではたくさんの方が犠牲者になり、大切な方を亡くされた方、お家を失った方、地震と津波により、また原発の事故により避難所や仮設住宅での生活を余儀なくされている方など、本当に多くの方がそれまでの生活を取り戻すことができないでおられるということを考えますと、私たちでもできることは何かあるはずでは…と思います。
　先日、各教会に管区事務所から「いっしょに歩こうプロジェクト」のお知らせが配布されましたが、プロジェクトの事務局を仙台に置き、スタッフとボランティアと共に被災地での支援活動を始めることになりました。これにより、現地での情報を即座に得ることができ、今、必要とされているニーズに合わせて、また行政などの支援が届きにくいところにも生きた支援ができるような活動をと、願っております。
私もその運営委員の中に入れていただいております。それは女性の視点から気づく、弱い立場に置かれている方、殊に子どもや女性に重点を置いた支援ができるように、という管区の配慮から呼んでいただいたものと存じます。大震災によって孤児となった子どもたちは195人　(5／30現在)と言われていますし、ご高齢で介護してくださる家族を亡くした方も多いのではないかと思います。福島では子どもたちや若者、妊婦さんたちへの原発の事故による影響が心配です。そのような切り口から私ども婦人会ができる支援について考えていきたいと願っておりますが、支援はこれからまだ長期的な視野で考えていかなければならないと思っております。皆様からも支援に関するご意見やご要望、また、各種の情報もいただければありがたいです。
いっしょに歩こうプロジェクトからも具体的な支援やボランティア募集のお知らせなどの情報を発信することによって、皆様と共に、そして何より被災者の皆様とごいっしょに歩かせていただくことができれば…と心から祈っております。　　　　　　　　　
　6月21～22日に横浜聖アンデレ教会で開催されます会長会にも
この度の大震災で被災された子どもたちへの支援などに関する議案を
提出いたしております。会長会終了後、決定事項を皆様にお知らせ申し
上げます。私どもも今後、皆様への情報の発信を細やかにしていきたいと
存じますが、一方通行でなく、皆様から私どもへの発信をお待ちいたして
おります。重複するかもしれませんが、いっしょに歩こうプロジェクトの
お知らせをお送り申し上げます。皆様の更なるご協力をお願いいたします。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　日本聖公会婦人会　会長　村井恵子
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